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ご
み
を
減
ら
そ
う

　

私
た
ち
は
よ
り
快
適
に
生
活
す

る
た
め
に
、
大
量
に
も
の
を
つ
く

り
、
消
費
し
、
い
ら
な
く
な
っ
た

ら
捨
て
る
と
い
う
こ
と
を
当
た
り

前
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
だ
ん
何
気
な
く
捨
て
て
い
る

ご
み
は
、
回
り
ま
わ
っ
て
私
た
ち

の
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、
家
庭
ご
み
は
、
私
た

ち
の
税
金
を
使
っ
て
燃
や
さ
れ
た

後
、
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る

も
の
の
原
材
料
は
、
大
半
を
海
外

か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
お
り
、
森

林
伐
採
等
に
よ
り
地
球
温
暖
化
が

加
速
し
ま
す
。

　

今
、
一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
見
直
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

区分 ごみの種類 注意事項 出し方

可
燃
ご
み

生ごみ、再生できない紙くず、プラスチッ
ク、ＣＤ、革製品、ゴム類、発泡スチロー
ル等

生ごみは水分をよく切る。金具、汚物等は
取り除く。家庭用ホース等は 40㎝以下に
切り、指定袋に入れる。

必ず市指定袋に入れ、口を
縛り出す。大袋１枚に、お
おむね10㎏以内。

資
源
ご
み

ペットボトル（ただし、食用
油のボトルは可燃ごみへ )

キャップ・ラベル ( プラスチック製は可燃
ごみ、金属製は不燃ごみ ) をはずし、中を
軽く水洗いする。
左記のマークがないものは、可燃ゴミへ。

軽くつぶして、ごみステー
ションに出す。

空缶類（アルミ、
スチール製の飲料
缶・缶詰・ミルク
缶・菓子缶等）

アルミとスチールの識別マークを確認し、分
別のうえ、異物を取除き軽く水洗いする。
左記のマークがない缶は、その他の金属類へ。

ごみステーションに出す。

びん類（飲料用・食品用びん等）
※割れたものは不燃ごみ

無色・茶色等、色別に分別。王冠・キャップ・
コルク等の異物を取除き、中を軽く水洗い
する。

ごみステーションに出す。

古紙類（新聞・雑誌・ダンボール・紙パッ
ク）
※次のものは可燃ごみへ。ビニールコー
ト紙、油紙、感熱紙、裏カーボン、防水
加工紙

チラシは新聞に含む。ボール紙・菓子箱・
ティッシュ箱等は雑誌に含む。
紙パックは内側を水でよくすすぎ、切り開
く。止め金・粘着テープ等の異物を取り除き、
袋に入れず種類別に十文字にひもで束ねる。

ごみステーションに出す。
ただし、雨天時や雨天予想
日は、出すのを控えてくだ
さい。

衣類（古着、繊維類）
綿やスポンジの入ったものは、可燃ごみ、
または粗大ごみへ。

ごみステーションに、十文
字にひもで束ねて出す。

白色食品トレー
※次のものは可燃ごみへ。発泡スチロール
（家電製品の緩衝材、農水産物の容器）、食
品トレーでも着色・シール等添付のもの

付着物を洗い落とす。取れない場合は可燃
ごみへ。

ごみステーションに出す。

有
害
ご
み

乾電池（アルカリ、マンガン）、蛍光灯、
電球、体温計、鏡、スプレー缶、100円
ライター、水銀または引火性物質を含む
もの

ボタン電池や充電式電池は家電販売店等に
設置してある回収ボックスへ。ライター等
は中身を使い切り、スプレー缶等はさらに
穴を開ける。

ごみステーションに出す。

不
燃
ご
み

資源ごみ以外の空缶類・びん類・ガラス
くず・陶器くず・炊事用品・針金ハンガー・
最大長辺40㎝以内の小型家電品等

ガラスの破片や刃物を出す場合は、鋭利な
部分を包装し、油性ペンなどで中身を明示
する。

ごみステーションに出す。

粗
大
ご
み

家電品（以下は対象外。テレビ、冷蔵庫、
冷凍庫、エアコン、洗濯機、パソコン）、
家具、建具、寝具、自転車、最大長辺
40㎝以上の大型ごみ

可燃製品類に金具等が取り付けられている
場合等、できるだけ可燃・不燃の分別をする。
ふとんは、たたんで、ひもで縛る。畳は１
度の搬入量を３枚以内とする。これを超え
るものは自己処理。

緑地区以外は、各地区リサ
イクルセンターへ持ち込む
（無料）。午前９時から午後
４時まで。

市
で
回
収
し
な
い
も
の

◆毒性ごみ・・・・・・薬品、劇薬、塗料、農薬など
◆危険性ごみ・・・・・ガソリン、灯油、消火器、ガスボンベなど
◆医療用器具・・・・・注射器、注射針など
◆農機具・建築廃材・・石膏ボード、農業用ビニールシート、マルチなど
◆自動車部品・・・・・自動車・オートバイ部品、タイヤ、ホイール、オイルなど
◆土砂類・・・・・・・砂、土、瓦、石、レンガ、灰など
◆その他・・・・・・・リサイクル家電５品目、パソコンほか処理困難なごみ

それぞれ販売店、病院、廃
棄物処理事業者へ相談して
ください。

※地区により異なる場合があります。ごみカレンダーをご覧ください

　

地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
や
生
態
系
の
変
化
な
ど
、
深
刻

な
問
題
が
関
係
者
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
地
球
環
境
を
変
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
ず
は
身
近

な
問
題
「
ご
み
」
に
つ
い
て
理
解
し
、
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

▲南あわじ市清掃センターでは、年間約14,000トンの可燃ごみが
　焼却処理されています

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
そ
う

　

兵
庫
県
で
は
、
環
境
に
や
さ
し

い
生
活
と
し
て
「
５
Ｒ
生
活
」
を

提
唱
し
て
い
ま
す
。

①R
ed
u
ce

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

　

詰
め
替
え
商
品
の
利
用
等
、
ゴ

ミ
に
な
る
も
の
を
減
ら
す

②R
eu
se

（
リ
ユ
ー
ス
）

　

不
用
品
の
交
換
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
活
用
で
、
何
度
も
繰
り

返
し
使
う

③R
ecycle

（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

分
別
収

集
に
協
力

し
、
効
率

の
よ
い
資

源
回
収
を

図
る

④R
efu
se

（
リ
フ
ュ
ー
ズ
）

　

買
い
物
か
ご
の
利
用
で
、
過
剰

包
装
等
の
不
要
な
物
は
受
け
取
ら

な
い

⑤R
ep
air

（
リ
ペ
ア
）

　

電
化
製
品
や
家
具
な
ど
が
壊
れ

て
も
修
理
や
部
品
交
換
で
長
く
、

大
切
に
使
う

　

こ
の
ほ
か
に
、
ご
み
に
な
る
も

の
は
で
き
る
限
り
買
わ
な
い
、
使

え
る
も
の
は
最
後
ま
で
使
う
な

ど
、
ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
家
庭
か
ら

出
た
ご
み
は
、
可
燃
ご
み
、
不
燃

ご
み
、
資
源
ご
み
、
有
害
ご
み
、

粗
大
ご
み
の
５
種
類
で
収
集
し
て

い
ま
す
。（
左
表
参
照
）

　

ま
た
、
ご
み
を
出
す
日
や
場
所

は
、
地
区
で
違
っ
て
い
ま
す
。
間

違
え
る
と
、
収
集
が
で
き
な
い
だ

け
で
な
く
、
資
源
化
や
適
正
な
処

理
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

再
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
区
ご
と
の
出
し
方
や
日
時
を

示
し
た
「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を

配
布
し
て
い
ま
す
が
、
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
出
張
所
等
に
備
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
５
Ｒ
生
活
」
を
は
じ
め
よ
う

ご
み
の
出
し
方
の
再
確
認
を

ごみの分別と出し方

問生活環境課
☎43-5024


